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※3 HLA（Human Leukocyte Antigen＝ヒト白血球抗原）は、ほぼすべての細胞と体液に分布していて、組織適合性抗原(ヒトの免疫に関わる重要な

分子)として働いている。造血幹細胞移植や臓器移植では、自分のHLAのタイプに合わないものはすべて異物と認識して攻撃を始めてしまう

ため、免疫拒絶反応を抑制する必要から HLA の適合性が重要視される。 

※4 Good Manufacturing Practice。品質の良い医薬品、医療用具などを供給するための製造管理および品質管理を定めたもの。※5 ヒトⅠ型コラ

ーゲンをモデルとし、遺伝子工学技術を用いて酵母細胞に産生させた、動物由来成分を含まない人工タンパク質。マウスモデルの実験で、

生体移植後に血管の新生・導入を顕著に向上させること、移植した細胞の生存率を大幅に高めることが確認されています。 

※6 NEI との共同研究開発で用いる 5 種類に 7 種類を追加。米国人口の 50%をカバーできる。 

 
本件に関するお問い合わせは、下記にお願いいたします。 

【報道関係】            コーポレートコミュニケーション部   TEL 03-6271-2000 
【その他】              再生医療事業推進室           TEL 03-6271-3030 


